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後方アプローチ腰椎椎体間固定術で
前弯形成を獲得するための工夫
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Bertolotti 症候群の臨床像

　かつて放射線科医Bertolottiは、腰仙椎間の偽関節部が腰痛と関連す
ることを報告。このBertolotti症候群は腰痛のみならず、神経根障害も呈
することが知られています。潜在的な患者数が多いにも拘らず、その認知
度は低く疾患名を知らない若手も多いため、時に見逃され、診断や治療
に難渋する厄介な疾患です。
　Bertolotti症候群がはじめて報告されてから1世紀が経ちます。近年腰
仙椎間固定手技の発展が目覚ましい中、改めてBertolotti症候群の診断と
治療に関して当科での経験を踏まえ検討し報告させて頂きます。

関東労災病院
整形外科・脊椎外科

小口 史彦

後方アプローチ腰椎椎体間固定術で
前弯形成を獲得するための工夫

　脊椎矢状面アライメントが注目される中、われわれは固定を要する腰椎
変性疾患に対して前弯形成も意識したPLIFを施行してきた。その手術方
法は、両側椎間関節を全切除し、徹底した椎間郭清による椎間板の亜全
摘、そして移植骨と伴にケージを可能な限り椎間前方に設置する最も基
本的な手術手技である。そのような手技と同様にケージの種類や形状そ
してスクリューなど、使用するimplant選択も前弯を獲得し維持する上で
重要である。本講演では実際の症例を提示しながら基本的な前弯形成を
意識したPLIF手技の紹介をする。

東海大学医学部付属八王子病院　整形外科
講師

長井 敏洋
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